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研究開発の概要 

  

超高齢化が確実とされている中で、介護施設が急増中である。限られた

スタッフで全ての事態を監視し介護業務を行うのは不可能である。施設で

のヒアリングから介護対象者の転倒とベッドでの起き上がり行動の検出が

非常に有効かつ予防的な介護の質を上げることが分かった。本提案は、セ

ンサの波形データから 2 つの解析技術を用いて行動の特徴量を抽出し、行

動を検出する手法であり、介護者が目の届かない場所の支援ができる。更

に本手法を搭載した無線センサの開発を行い、介護施設での普及を目指す。

[サブテーマ] 

① 行動判別マイニングモデルの高精度化 

② センサシステムの開発 

③ 無線マイニングセンサシステムの検証試験 

 

パッシブセンサ

ﾁｬﾝﾈﾙ２

ﾁｬﾝﾈﾙ３

33つのｱﾅﾛｸﾞ信号つのｱﾅﾛｸﾞ信号
((時系列電圧量時系列電圧量))

ﾊﾟｯｼﾌﾞｾﾝｻ反応ｴﾘｱﾊﾟｯｼﾌﾞｾﾝｻ反応ｴﾘｱ
(3(3つのｴﾘｱで検知つのｴﾘｱで検知))

・ｴﾘｱ内での行動ﾃﾞｰﾀ取得
・距離・進入角度・行動などの
　条件を変え、ﾃﾞｰﾀを取得

ﾁｬﾝﾈﾙ１

時系列解析技術時系列解析技術
ﾆｭｰﾗﾙﾈｯﾄﾜｰｸ技術ﾆｭｰﾗﾙﾈｯﾄﾜｰｸ技術
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ﾓﾃﾞﾙﾓﾃﾞﾙ
出力出力

生物学的見知からの生物学的見知からの
ｱﾌﾟﾛｰﾁｱﾌﾟﾛｰﾁ

ﾃﾞｰﾀﾏｲﾆﾝｸﾞ・数値解析技術ﾃﾞｰﾀﾏｲﾆﾝｸﾞ・数値解析技術 ｿﾌﾄｳｪｱ技術ｿﾌﾄｳｪｱ技術

・時系列ﾃﾞｰﾀより、数値解析/ﾃﾞｰﾀﾏｲﾆﾝｸﾞを行う
・ﾆｭｰﾗﾙﾈｯﾄﾜｰｸと学習用ﾃﾞｰﾀによりﾓﾃﾞﾙを作成

学習用ﾃﾞｰﾀ学習用ﾃﾞｰﾀ

・電圧量のみから判別
→ﾘｱﾙﾀｲﾑ検知が可能
・モデル共有化(PMML)

判別結果表示判別結果表示
((行動検知行動検知))

行動を判別行動を判別

異常行動を検知異常行動を検知

PMMLPMML
ﾓﾃﾞﾙﾓﾃﾞﾙ

実ﾃﾞｰﾀ実ﾃﾞｰﾀ
((学習用ﾃﾞｰﾀ以外学習用ﾃﾞｰﾀ以外))

生物学的技術シーズ＋データマイニング技術＋ソフトウェア技術を生物学的技術シーズ＋データマイニング技術＋ソフトウェア技術を
組み合わせることで、高度な行動検知システムが構築可能組み合わせることで、高度な行動検知システムが構築可能  
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研究開発課題概要 


